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Pick up

平成27年度
大雪地区広域連合決算の概要

　　　　　　　　　　ほか



　平成29年も明けて、あまり大雪になること

もなく、比較的穏やかな日が続いています。

私事になりますが、１月上旬にインフルエン

ザに罹患し、お休みをいただいていました。

　予防接種もしていたし、多少体力には自

信もあったのですが、実際にかかってみると

高熱が続き、つらい状態でした。これから

流行する恐れもありますので、町民の皆さん

も十分注意していただければと思います。

　冬になると、出歩くこともおっくうになって、

外での活動もせいぜい除雪だけということも

多くなり、運動不足が続きます。確かに外で

の散歩や活動はしづらいものの、やはり夏

に比べると、活動量計の歩数などもあまり伸

びないのではないでしょうか。

　北海道民、特に子どもたちの体力の低下

が叫ばれていますが、とりわけ冬季の運動

不足がその一端にあるのではないかと思い

ます。冬のスポーツというと、スキー、スケー

トなどです。それ以外にも外のちょっとした

雪山などでも遊んだりするのですが、それも

少し減ってきているような感じがします。

　雪や氷は、スポーツもできるし、雪像や

氷像制作など美術的なこともできるし、楽し

みはいっぱいあります。子どもだけでなく、

大人も『冬を積極的に楽しむ』ことから健康

づくりになるのではない

かと思います。

　寒いから閉じこもるの

ではなく、屋外で積極的

に冬を楽しみましょう。

新成人の皆さん、おめでとうございます。毎年、成人を迎えた人
たちを見るとどんなに寒い日でも、華やいだ気持ちになります。
さて、東神楽町は今年、北海道日本ハムファイターズの『北海
道 179 市町村応援大使』に選ばれ、中田翔選手と白村明弘投手が
大使に決まりました。中田選手は、侍ジャパンの主力選手として
も選ばれています。今年は、日本ハムだけでなく、日本代表戦に
ついても併せて応援していきましょう。最後になりますが、（こ）
がインフルエンザにかかり１週間お休みしていました。皆さんも
体調管理には気を付け、冬のイベントを楽しんでください。（き）

東神楽町長
山本　進

平成28年12月末現在
（　）内は前月比［　］内は前年同月比

10,403人（+7）［＋18］
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※住民基本台帳法の一部改正により
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東神楽の発展を願う

身近な情報などをお待ちしています。また、このページの掲載写真は、
ご本人に差し上げますのでご連絡ください。　　　　　　 　　　　  ■ まちづくり推進課　☎ 83-2113

災害のない１年を願って

これからのまちづくりを考える

H I G A S H I K A G U R A  T O W N  N E W S

１月20日㈮

１月５日㈭

楽しく『食べる』を学ぶ

１月11日㈬

１月10日㈫
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【
一
般
会
計
】

　

平
成
27
年
度
は
大
雪
地
区
広
域
連

合
が
保
険
者
と
し
て
業
務
を
開
始
し

12
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
６
名
の
派

遣
職
員
と
４
名
の
専
任
職
員
で
業
務

を
行
い
、
関
係
町
・
関
係
機
関
と
協

議
を
行
い
な
が
ら
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
招
く
こ
と
な
く
効
率
的
に

事
務
処
理
を
進
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

【
介
護
保
険
特
別
会
計
】

　

平
成
27
年
３
月
に
策
定
し
た
第
６

期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成
27
年

度
か
ら
平
成
29
年
度
）
に
計
上
さ
れ

た
要
介
護
高
齢
者
数
の
現
状
と
将
来

推
計
な
ど
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
が
住

み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
円
滑
な
事
業
運

営
と
給
付
の
実
施
を
進
め
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
介
護

保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
第
５
段

階
で
あ
る
標
準
的
な
年
額
保
険
料
を

６
万
９
３
０
０
円
（
月
額
５
７
７
５

円
）
と
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
準
備
基
金
は
、
平

成
27
年
度
中
に
２
６
７
７
万
円
を
追

加
で
積
み
立
て
、
平
成
27
年
度
末
現

在
の
基
金
残
高
は
３
１
６
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
の
介
護
保
険
料

抑
制
の
た
め
に
有
効
な
活
用
を
図
り

ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

　

国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

被
保
険
者
の
負
担
軽
減
と
安
定
化
、

平
準
化
を
図
り
な
が
ら
、
最
少
の
負

担
で
医
療
給
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
料
率
を
設
定
し
ま
し
た
。
住
民
福

祉
の
向
上
と
公
平
負
担
の
確
保
と
い

う
制
度
の
基
本
に
立
ち
、
３
町
の
被

保
険
者
に
か
か
る
必
要
な
保
険
給
付

費
を
見
込
み
、
健
全
経
営
が
で
き
る

よ
う
関
係
町
と
協
議
を
重
ね
、
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
諮
問
の
う

え
保
険
料
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

療
養
給
付
費
（
費
用
額
ベ
ー
ス
）

は
、
27
億
１
１
１
３
万
円
と
な
り
、

３
億
４
４
１
８
万
円
の
余
剰
金
が
発

生
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
医
療
費
全

体
で
予
算
額
を
下
回
っ
た
こ
と
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

国
保
財
政
調
整
基
金
は
、
平
成
27

年
度
中
に
９
１
０
６
万
円
を
追
加
で

積
み
立
て
、
平
成
27
年
度
末
現
在
の

基
金
残
高
は
１
億
３
４
２
６
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
の
国
保
財
政
安

定
化
に
向
け
た
財
源
と
し
て
活
用
し

ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

　

平
成
20
年
度
か
ら
、
老
人
保
健
制

度
に
変
わ
り
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
し
て
い
ま

す
が
、申
請
や
被
保
険
者
証
の
交
付
、

保
険
料
の
徴
収
事
務
な
ど
は
大
雪
地

区
広
域
連
合
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

納
付
さ
れ
た
保
険
料
や
３
町
の
被

保
険
者
に
か
か
る
医
療
給
付
費
の
負

担
分
を
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
に
納
付
し
て
い
ま
す
。
療

養
給
付
費
（
費
用
額
ベ
ー
ス
）
は

43
億
４
０
１
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

平
成
27
年
度

  

大
雪
地
区
広
域
連
合

決
算
の
概
要

　大雪地区広域連合は、保険者
として平成16年４月から業務を
開始しています。
　平成28年12月22日に行なわ
れた第３回大雪地区広域連合議
会定例会で、平成27年度の一般
会計と３特別会計の決算が認定
されました。その決算の概要に
ついてお知らせします。
※決算額については四捨五入処理を
しているため、実際の決算額と異
なる場合があります。

大雪地区広域連合歳入歳出決算額
会計区分 歳入決算額 歳出決算額 実質収支額

一 般 会 計 11億9667万円 11億9405万円 262万円
介 護 保 険 特 別 会 計 29億7826万円 29億3631万円 4195万円
国民健康保険特別会計 45億4939万円 42億  521万円 3億4418万円
後期高齢者医療特別会計 7億5690万円 6億8775万円 6915万円

合　　計 94億8122万円 90億2332万円 4億5790万円

国民健康保険被保険者医療費の動向

一世帯あたり 60万3546円

一
人
あ
た
り

全　　　体 32万6406円

前期高齢者 46万8357円

保険料収納状況（現年分）
区　　分 調定額 収入額 不納欠損額 収入未済額 収納率

介 護 保 険 料 5億7289万円 5億7088万円 0 201万円 99.65%
国 民 健 康 保 険 料 8億8415万円 8億5562万円 0 2854万円 96.77%
後期高齢者医療保険料 2億2959万円 2億2906万円 0 53万円 99.77%

介護給付費の状況
区　　分 給付費総額 受給者数 月額給付費（一人あたり）

居宅介護サービス等給付費 14億8988万円 1218人 10万1935円
施設介護サービス等給付費 12億9362万円 363人 29万6973円

合　　計 27億8350万円 1581人 14万6716円

後期高齢者医療被保険者医療費の動向

医 療 費 総 額 43億4016万円

受 給 者 数 4741人

一人当たりの医療費 91万5453円      
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【
第
三
者
行
為
と
は
】

　

大
雪
地
区
広
域
連
合
の
国
民
健
康

保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
が
交
通

事
故
や
暴
力
行
為
な
ど
、第
三
者
（
加

害
者
）
の
行
為
に
よ
る
ケ
ガ
の
治
療

に
保
険
証
を
使
う
場
合
、
当
広
域
連

合
へ
の
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
本
来
、
被
害
者
に
過
失
が
無

い
限
り
、
加
害
者
が
医
療
費
の
全
額

を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

保
険
証
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
医

療
機
関
に
お
支
払
い
い
た
だ
く
一
部

負
担
金
以
外
の
医
療
費
（
保
険
給
付

分
）
は
医
療
機
関
か
ら
保
険
者
（
当

広
域
連
合
）
に
請
求
が
き
ま
す
。
そ

の
場
合
は
、
当
広
域
連
合
が
加
害
者

に
代
わ
っ
て
支
払
い
、
後
日
、
加
害

者
へ
請
求
し
ま
す
。（
必
要
書
類
は
表

１
の
通
り
）

※
先
に
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け

取
っ
た
り
す
る
と
国
民
健
康
保
険

は
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
労
災
対

象
の
事
故
な
ど
雇
用
者
が
負
担
す

る
と
き
や
犯
罪
行
為
や
故
意
の
事

故
、
飲
酒
運
転
や
無
免
許
運
転
な

ど
法
令
違
反
の
事
故
の
場
合
に
も

使
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
転
車
や

バ
イ
ク
の
事
故
も
届
出
が
必
要
で

す
。

【
示
談
を
す
る
前
に
】

　

加
害
者
と
の
話
し
合
い
に
よ
り
示

談
が
成
立
す
る
と
、
そ
の
内
容
が
優

先
さ
れ
る
た
め
、
当
広
域
連
合
が
医

療
機
関
に
支
払
っ
た
医
療
費
を
加
害

者
に
請
求
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
被
害
者
へ
請

求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
示
談
を
す
る
と
き
は
、

必
ず
事
前
に
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
、

示
談
の
内
容
に
国
民
健
康
保
険
か
ら

の
求
償
分
を
加
害
者
が
別
途
支
払
う

旨
を
盛
り
込
む
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
示
談
が
成
立
し
た
時
は
速
や

か
に
示
談
書
の
写
し
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
示
談
後
の
治
療
に
つ
い
て
も
届
出

が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

大
雪
地
区
広
域
連
合　

国
民
健
康

保
険
対
策
室　

☎
82-
３
６
９
７
（
内

線
：
５
６
３
）

【
高
額
介
護
合
算
療
育
費
に
つ
い
て
】

　

医
療
と
介
護
の
両
方
を
利
用
し
て

い
る
世
帯
の
自
己
負
担
を
軽
減
す
る

制
度
で
す
。

　

同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
、
１
年

間
に
支
払
っ
た
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
の
合

計
が
限
度
額
（
表
３
）
を
超
え
た
と

き
は
、
そ
の
超
え
た
額
が
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
及
び
介
護
保
険
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
手
続
き
に
は

健
康
ふ
く
し
課
③
番
窓
口
へ
の
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
対
象
と
な
る

方
へ
は
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
ま
た
は
大
雪
地
区
広
域
連
合

か
ら
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す
。）

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
ま
た
は
介

護
保
険
の
自
己
負
担
額
の
い
ず
れ

か
が
０
円
の
場
合
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

○
支
給
額
が
５
０
０
円
以
下
の
場
合

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
医
療
費
通
知
を

全
受
診
者
へ
送
付
し
ま
す
】

　

平
成
28
年
９
月
送
付
分
よ
り
全
受

診
者
に
、医
療
費
を
半
年
ご
と
に
ま
と

め
た
医
療
費
通
知（
表
２
）を
お
送
り

し
て
い
ま
す
。次
回
の
発
行
は
平
成
29

年
３
月（
平
成
28
年
７
〜
12
月
受
診

分
）に
行
い
ま
す
。

【
医
療
費
通
知
の
活
用
に
つ
い
て
】

○
医
療
費
の
推
移
が
一
目
で
わ
か
る

た
め
、
ご
自
身
の
健
康
状
態
の
把

握
や
健
康
管
理
に
活
用
で
き
ま

す
。

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
や
健
康
診

査
な
ど
、
皆
様
の
健
康
保
持
・
増

進
に
役
立
つ
情
報
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

○
診
療
日
数
等
に
間
違
い
が
な
い
か

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

大
雪
地
区
広
域
連
合
国
民
健
康
保

険
対
策
室　

☎
82-

３
６
９
７
（
内
線
：

５
６
３
）

表１
【各種届出に必要な書類】※必要書類は国保担当窓口で受け取れます。
第三者行為による傷病届 事故の状況は『交通事故証明書』を参考に記入してください。

第三者行為基本調査書 記載例に基づき記入してください。

交通事故証明書 原本を１通提出してください。
発行手続きは事故発生の場所の所管警察署へお問い合わせください。

事故発生状況報告書 図や説明は詳細を正確に記入してください。

念　書 被害者（申請者本人）が作成してください。本人が記入できない場合は、代理の方の署名・押印が必要です。

示談書 示談成立の場合にのみ必要です。

表２

受診年月 診療を受けた
医療機関など 診療区分 日数 医療費

総額
自己
負担額

Ｈ28年1月 ○○病院 医科外来 1 18,000 1,800
Ｈ28年2月 ××薬局 調剤 1 10,000 1,000

合　計 28,000 2,800
※確定申告（医療費控除）の際の添付資料としては使用できません。
※この通知は皆様の受診状況についてお知らせするもので請求書ではありません。

表３
自己負担額表【1年分の自己負担額の計算期間：8月1日～翌7月31日】
負担割合 区分 自己負担額の合計の基準額
３割 現役並み所得者 67万円

１割

一般 56万円

住民税
非課税世帯

区分Ⅱ（※1） 31万円

区分Ⅰ（※2） 19万円
※1世帯全員が住民税非課税である方
※2世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が0円（公的年金収入のみ
の場合、その受給額が80万円以下）、または老齢福祉年金を受給している方
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■開設期間
　還付申告　１月18日㈬～３月14日㈫
　確定申告　２月16日㈭～３月14日㈫
　（土・日、祝日および２月23日㈭、24日㈮を除きます。）
※譲渡所得を含む申告については、役場で受け付けられ
ない場合があります。

※申告書の作成には時間がかかるため、長時間お待たせ
することがありますのでご了承ください。

■開設時間　午前９時～午後５時
　　　　　　（受付終了：午後４時30分）
※２月21日㈫、22日㈬は、夜間受付を行いますのでご利
用ください。（開設時間：午後６時～午後８時）
　（受付終了：午後７時45分）

■開 設 日　２月23日㈭、24日㈮
■開設時間　午前９時～午後５時（受付終了：午後４時30分）
■会 場　ふれあい交流館　会議室１
※２月23日㈭、24日㈮は、役場での受付はしておりませ
んのでご注意願います。

①収入を確認できるもの（主なもの）
　給与所得の源泉徴収票（原本）、公的年金などの源泉徴
収票（原本）、事業所得・不動産所得のある方は収支内
訳書など

②控除額の確認できるもの（主なもの）
・医療費控除…医療費の領収書など
　（病院、薬局、人ごとに整理が必要です）
・社会保険料控除…健康保険料の領収書・国民年金保険料
　　　　　　　　控除証明書など

・生命保険料控除…支払額などの証明書
・地震保険料控除…支払額などの証明書
・寄附金控除…寄附の受領書
・障害者控除…障害者手帳
※その他の控除などについてはお問い合わせください。
③本人確認書類（『マイナンバーカード』であれば１点、
　それ以外は『通知カード』と『運転免許証など』の２点）
④印鑑
⑤口座番号を確認できるもの（還付がある方）

次のいずれかに当てはまる方などで、源泉徴収された税
金や予定納税をした税金が納め過ぎになっている方は、
申告をすることにより税金が還付されます。
①総合課税の配当所得や原稿料などがある方
　年間の所得が一定額以下である場合（一定額は、所得
金額や源泉徴収された税金などにより異なります）。
②給与所得者で次の控除を受ける方
　雑損控除や医療費控除、寄附金控除、住宅借入金等特
別控除（年末調整で控除を受けている場合を除く）な
どを受けられる場合（給与所得者で確定申告の必要が
ない方が還付申告をする場合は、各種の所得（退職所
得を除く）についても申告が必要です）。
③年の中途で退職した後就職しなかった方
　給与所得について年末調整を受けていない場合（源泉
徴収票で、支払金額と源泉徴収税額のみが記載されて
いる場合）。

④退職所得がある方
　次のいずれかに該当する場合。
◆退職所得を除く各種の所得の合計額から所得控除を差
し引くと赤字になる場合。
◆退職所得の支払いを受けるときに『退職所得の受給に
関する申告書』を提出しなかったため、20.42％の税率
で源泉徴収がされ、その源泉徴収税額が正規の税額を
超えている場合。
⑤所得が公的年金等に係る雑所得のみの方
　医療費控除や社会保険料控除などを受けられる場合。
⑥予定納税をしている方
　確定申告の必要がない場合
※住宅借入金等特別控除などの税額控除を受けて所得税
額および復興特別所得税額が発生しない方で、医療費
が一定額以上ある場合は、申告をすることによって所
得税および復興特別所得税の還付はありませんが、住
民税が減額になる場合があります。

問い合わせ　税務課　☎83―2119

東神楽町役場での確定申告の受付は３月14日㈫まで

平成29(2017)年・２月 すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら
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事業主の方へ
　　法定調書提出期限は１月31日㈫１月31日㈫です

法定調書は平成28年中の支払分をまとめて提出するもので、期限は１月31日㈫です。合計表を添付し、旭川東税務署に提
出してください。なお、給与支払報告書の提出は、受給者の住所地の市町村ごとに区分し、それぞれの総括表を添付して
当該市町村へ提出してください。詳しくは、旭川東税務署（☎23-6291）までお問い合わせください。

所得税および復興特別所得税・消費税および地方消
費税・贈与税の申告書は、国税庁ホームページの『確
定申告書等作成コーナー』を利用して作成できますの
で、ぜひご利用ください。
国税庁ホームページの『確定申告書等作成コーナー』
の画面の案内に従って金額などを入力すれば、税額な
どが自動計算され、作成した申告等データをe-Taxへ
送信することで、確定申告会場に行かずに自宅から申
告できます。
※作成した申告書を印刷して、郵送で提出することも
可能です。
e-Taxに関する情報は『e-Taxホームページ』まで　
確定申告書等作成コーナーに関する情報は『国税庁
ホームページ』まで
※操作に関するお問合せはe-Tax・作成コーナーヘル
プデスク（☎0570-01-5901）まで

旭川東税務署では、確定申告会場を『旭川北洋ビル
９階（旭川市４条通９丁目）』に開設します。
※税務署の庁舎内には確定申告会場を設置しており
ませんので、ご注意願います。

㈭ ㈬

※申告書の作成には時間がかかりますので、なるべ
くお早めにお越しください。なお、会場が混雑し
ている場合には、受付を早めに締め切ることがあ
ります。
※申告書を作成済の方は、旭川東税務署へ郵送等に
より提出をお願いします。
○詳しくは、旭川東税務署（☎23-6291）へ
※自動音声でのご案内となります。

平成29年４月から自動車税の課税免除制度が減免制度に変更になります。
主な変更点は、次のとおりです。
１．自動車税の減免申請に、申請期限が設けられました。
　減免申請は、次の申請期限までに行う必要があります。

※使用状況などに変更がない場合は、２年目以降の申請は不要です。

２．自動車税の課税免除を受けている方は、減免として継続されます。
　　課税免除を受けている方で、使用状況などに変更がない場合は、減免として継続されますので、減免の
　　申請手続きは不要です。詳しくは、平成29年５月に送付する減免通知書でお知らせします。

３．自動車を入れ替えたときの適用時期が変わります。
　　年税額単位で減免となりますので、自動車を入れ替えた場合は、その年度は旧車が１年分減免され、新
　　車は翌年度から年税額を減免されます。ただし、減免替えの特例があります。

４．現況確認書の送付時期が変わります。
　　車検月の２か月前に現況確認書を送付（納税証明書も同封）しますので、記載して必ず提出してください。
【申請手続についての問い合わせ先】
札幌道税事務所自動車税部 自動車税課税課　☎011-746-1194　※最寄りの総合振興局、道税事務所などでも申請可能
※詳しくは道税ホームページをご覧ください　URL:http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/zim/index.htm

すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら 平成29(2017)年・２月
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東
神
楽
町
で
は
、平
成
29
年
４
月
か
ら
勤
務
す

る
臨
時
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
勤
務
期
間　

平
成
29
年
４
月
１
日
〜
平
成

29
年
９
月
30
日
（
更
新
あ
り
）

■
応
募
方
法　

町
内
各
施
設
（
※
）
に
設
置

の
指
定
履
歴
書
に
必
要
事
項
お
よ
び
希
望

す
る
職
種
を
記
入
の
う
え
、
２
月
24
日
㈮

ま
で
に
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
必
着
、
郵
送
可
】

　
（
資
格
が
必
要
な
職
種
に
応
募
す
る
場
合

は
、
資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
も
併

せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

履
歴
書
様
式
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

　

履
歴
書
様
式
を
郵
送
請
求
す
る
場
合
は
、

返
信
用
封
筒
（
角
２
封
筒
に
返
送
先
の
住

所
、
氏
名
を
記
入
し
、
１
２
０
円
分
の
切

手
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。）
を
同
封
し
、

総
務
課
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
）履
歴
書
設
置
の
町
内
施
設　

総
務
課
、

総
合
福
祉
会
館
、
こ
れ
っ
と
総
合
体
育

館
、
ぱ
れ
っ
と
、
子
ど
も
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
、
図
書
館
、
ふ
れ
あ
い
交
流
館

■
試
験
な
ど　

履
歴
書
に
よ
り
選
考
し
た

後
、
面
接
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

・
応
募
方
法
な
ど
に
関
す
る
こ
と　

総
務
課

（
☎
83
―
２
１
１
２
）
ま
で

・
仕
事
内
容
に
関
す
る
こ
と　

次
に
記
載
の

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
部
署
ま
で

募集職種 勤務場所 資格 人数 勤務日など 勤務時間
賃金

（時間額）
担当部署

保育士
中央保育園

東聖小規模保育園など
保育士 若干名 週５日

実働８時間
（7時～ 19 時）

970 円
こども未来課
☎ 83-5423

保育士
（療養指導員）

子ども発達
支援センター

保育士または
特別支援学校教諭

１名 週５日
実働 7.5時間

（8時 30 分～ 17 時）
970 円

こども未来課
こども発達支援センター
☎ 83-2996

相談支援専門員
子ども発達
支援センター

相談支援専門員 １名 週５日
実働 7.5時間

（8時 30 分～ 17 時）
1,160 円

こども未来課
こども発達支援センター
☎ 83-2996

調理員（代替） 各小中学校 なし ２名
不定期

（長期休業中は勤務なし）
実働６時間

（8時30分～15時30分）
840 円

教育推進課
☎ 83-5406

栄養士 各小中学校 栄養士 １名
不定期

（長期休業中は勤務なし）
実働６時間

（8時30分～15時30分）
1,090 円

教育推進課
☎ 83-5406

一般事務
（図書館業務）

図書館 図書館司書 １名 週５日
実働 7.5時間

（9時 30 分～ 18 時）
850 円

地域の元気づくり課
☎ 83-5407

運転技術員
（バス運転手）

大型２種 １名 週５日
実働 7.5時間

（6時～ 19 時 30 分）
1,340 円

建設水道課
☎ 83-5413

花苗の育苗
管理業務

育苗センター なし 若干名 週５日
実働 7.5時間

（8時 30 分～ 17 時）
850 円

建設水道課
☎ 83-5413

『ひがしかぐらウィンターフェスティバル2017』の開催期間にあわせて、２月
４日㈯、午後５時から自宅前でアイスキャンドルを一斉にともしてみません
か。このアイスキャンドルの一斉点灯に参加される方には、ろうそくを１世
帯に10本まで差し上げます。ろうそくは、２月３日㈮まで、総合福祉会館（☎
83-5407）とふれあい交流館（☎83-3741）でお渡しします。数に限りがあり
ますので、ご希望の方はお早めにお越しください。
※ただし、福祉会館には休館日がありますのでご注意ください。
■問い合わせ　地域の元気づくり課（ふれあい交流館）　☎83-3741
※在庫の有無は、各施設に直接お問い合わせください。

■用意するもの … ポリバケツ

①ポリバケツに水を８分目程度入れ、屋
外に置く。
※水を入れ過ぎるとバケツが割れてしま
います。また、バケツを雪のうえなど、 
柔らかい場所に置くと、底のほうが膨
らんでバケツが割れてしまいます。
②バケツ内部の水が、周りから２cmく
らい凍ったところでひっくり返して取
り出し、上の部分に穴を開け、中の水
を捨てる。
③ろうそくをともして完成。

③

②
① ➡ ➡

ろうそくを配布した皆さんには、一斉点灯期間中などに、
ご自宅で作製されたアイスキャンドルの写真撮影をお願
いしています。また、ご自宅のイルミネーション『冬の
あかり』をテーマとした写真も併せてお願いしています。
撮影していただいた写真は、２月28日㈫までに、ふれ
あい交流館または総合福祉会館へお持ちください。東
神楽町図書館展示ギャラリーにおいて展示します。

、、
願願
の

すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら 平成29（2017）年・２月
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【
議
案
第
１
号
】
平
成
28
年
度
東
神
楽
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

今
回
の
補
正
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

５
４
３
６
万
５
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
は
60
億
６
５
０
４
万
円
に
な
り
ま

し
た
。

【
議
案
第
２
号
】
平
成
28
年
度
東
神
楽
町

公
共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

　

今
回
の
補
正
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

９
５
８
万
９
０
０
０
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
は
２
億
６
９
５
８
万
６
０
０
０
円
に

な
り
ま
し
た
。

【
議
案
第
３
号
】
平
成
28
年
度
東
神
楽
町

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

今
回
の
補
正
は
、
収
益
的
支
出
を

８
万
円
減
額
し
、
支
出
の
総
額
を

１
億
７
７
９
１
万
６
０
０
０
円
と
す
る
と

と
も
に
、
資
本
的
支
出
を
78
万
３
０
０
０

円
減
額
し
、
１
億
２
４
６
２
万
１
０
０
０

円
に
な
り
ま
し
た
。

【
議
案
第
４
号
】
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

こ
れ
は
、
平
成
28
年
人
事
院
勧
告
を
も

と
に
、
育
児
休
業
の
対
象
と
な
る
子
の
範

囲
の
拡
大
と
非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
の

取
得
要
件
を
一
部
緩
和
す
る
も
の
な
ど
で

す
。

【
議
案
第
５
号
】
東
神
楽
町
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例　

　

こ
れ
は
、新
た
な
政
令
の
施
行
に
伴
い
、

関
連
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。　

【
議
案
第
６
号
】
東
神
楽
町
農
業
委
員
会

の
委
員
の
定
数
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

こ
れ
は
、
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
変
更
と
な
る
こ

と
か
ら
、
条
文
を
改
め
る
と
と
も
に
、
定

数
を
12
名
と
す
る
も
の
で
す
。

【
議
案
第
７
号
】
定
住
自
立
圏
の
形
成
に

関
す
る
協
定
の
一
部
を
変
更
す
る
協
定
の

締
結
の
件

　

こ
れ
は
、
現
行
の
『
定
住
自
立
圏
の
形

成
に
関
す
る
協
定
』
で
、
新
た
に
『
農
業

生
産
技
術
等
情
報
共
有
事
業
』
を
新
た
に

追
加
す
る
も
の
な
ど
で
す
。

【
発
委
第
１
号
】
意
見
書
の
提
出

　

こ
れ
は
、
八
千
代
川
改
修
工
事
の
早
期

着
工
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の

で
す
。

【
発
委
第
２
号
】
意
見
書
案

　

意
見
書
案
第
２
号
…
「
現
行
の
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
と
介
護
従
事
者
の
処

遇
改
善
を
求
め
る
」
意
見
書
、
意
見
書
案

第
３
号
…
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制

度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見
書　

【
発
委
第
３
号
】
意
見
書
案

　

意
見
書
案
第
４
号
…
大
雨
災
害
に
関
す

る
意
見
書
、
意
見
書
案
第
５
号
…
Ｊ
Ｒ
北

海
道
へ
の
経
営
支
援
を
求
め
る
意
見
書

【
発
議
第
１
号
】
決
議
の
採
択

　

こ
れ
は
、
八
千
代
川
及
び
稲
荷
川
の
速

や
か
な
浚
渫
を
求
め
る
決
議
を
す
る
も
の

で
す
。

【
閉
会
中
の
継
続
審
査
及
び
調
査
申
出
の

件
】

　

総
務
厚
生
常
任
委
員
会
、
文
教
産
業
常

任
委
員
会
、
議
会
広
報
常
任
委
員
会
の
３

常
任
委
員
会
お
よ
び
議
会
運
営
委
員
会
に

お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
閉
会
中
に
所
管
事
務

の
継
続
調
査
を
行
う
こ
と
を
承
認
し
ま
し

た
。

  
第第  

４４  

回回  

町町  

議議  

会会  

定定  

例例  

会会

12
月
14
日
に
召
集
さ
れ
、
会
期
３
日
間
で
開
催
さ
れ
た

平
成
28
年
第
４
回
町
議
会
定
例
会
。

教
育
行
政
を
含
む
一
般
町
行
政
の
概
況
報
告
、

定
期
監
査
の
結
果
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

平
成
28
年
度
の
各
会
計
補
正
予
算
案
、
関
連
条
例
案
な
ど
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
７
名
の
議
員
か
ら
質
問
が
あ
り
、

提
出
さ
れ
た
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
15
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

議会は、どなたでも傍聴することができます。
議場入口にある傍聴者名簿に住所・氏名をご記入の
うえ中にお入りください。
※議事の進行状況により、日程が変わる場合があり
ますので事前に議会事務局までお問い合わせくだ
さい。

［傍聴の注意］
 ・ 録音機やカメラ、ビデオなどの持ち込みはご遠慮
ください。
 ・ 議事を妨害するような行為は慎むようお願いしま
す。
 ・ 喫煙や飲食はできません。
問い合わせ　東神楽町議会事務局　☎ 83-5410
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Pick up

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ

子
育
て
コ
ラ
ム

子
育
て
案
内
板

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

情
報
案
内
板

健
康
食
育

花
育

【
指
摘
事
項
１
】

保
育
・
幼
児
教
育
施
策
に
つ
い
て

　

東
神
楽
幼
稚
園
は
、
昭
和
43
年
に
道
の
認

可
を
受
け
た
幼
稚
園
と
し
て
、
１
年
保
育
を

開
設
し
て
以
後
、平
成
４
年
に
は
２
年
保
育
、

平
成
８
年
に
は
３
年
保
育
を
実
施
す
る
に
至

り
、
当
町
に
お
け
る
幼
児
教
育
の
拠
点
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
来
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
は
共
働
き
世
帯
の
増
加
な

ど
に
よ
り
入
園
児
が
減
少
し
て
き
て
お
り
、

平
成
22
年
か
ら
預
か
り
保
育
を
実
施
す
る
な

ど
子
育
て
支
援
対
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
本
年
度
の
入
園
児
数
は
定
員
１
０
５
名

に
対
し
僅
か
36
名
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
中
央
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
花

の
森
は
定
員
を
超
え
る
状
態
で
あ
り
、
東
聖

小
規
模
保
育
園
を
新
た
に
開
設
し
た
も
の
の

入
園
を
希
望
す
る
全
て
を
受
け
入
れ
る
に
は

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

以
上
の
実
態
を
ふ
ま
え
、
東
神
楽
幼
稚
園

に
お
い
て
も
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
の
検
討
も

視
野
に
入
れ
つ
つ
、
受
入
れ
人
数
の
増
員
を

検
討
さ
れ
本
町
に
お
け
る
子
育
て
支
援
対
策

を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
ま
す
。

【
措
置
（
こ
ど
も
未
来
課
）】

　

幼
稚
園
は
、
地
域
に
お
け
る
幼
児
教
育
の

拠
点
機
能
や
預
か
り
保
育
な
ど
の
子
育
て
支

援
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
東
神
楽
幼
稚
園

に
お
き
ま
し
て
も
、
園
開
放
や
一
時
預
か
り

事
業
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
実
態
や
保
護
者
ニ
ー
ズ

の
把
握
に
努
め
、
幼
児
教
育
の
中
核
施
設
と

し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、
子
育
て
支

援
体
制
の
一
層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
隣
接
す
る
中
央
保
育
園
と
と
も
に

認
定
こ
ど
も
園
な
ど
へ
の
移
行
の
検
討
を
進

め
、
幼
児
教
育
の
充
実
や
受
入
れ
児
童
の
拡

大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
指
摘
事
項
２
】

町
税
な
ど
の
未
収
対
策
に
つ
い
て

　

町
税
な
ど
の
未
収
対
策
に
つ
い
て
は
、『
収

納
対
策
室
』
を
設
置
し
、
町
財
源
の
収
入
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
町
税
な

ど
全
体
の
収
入
未
済
額
は
減
少
し
て
お
り
、

ま
た
現
年
度
分
の
徴
収
率
に
つ
い
て
も
、
前

年
に
比
し
上
昇
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
そ

の
努
力
を
認
め
敬
意
を
表
し
ま
す
が
、
依
然

と
し
て
そ
の
額
は
多
額
と
な
っ
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

町
税
は
、
自
主
財
源
の
根
幹
で
あ
り
、
税

収
確
保
は
も
と
よ
り
適
正
・
公
平
な
税
負
担

を
求
め
る
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
と
も
自
主
納
税
の
促
進
と
滞

納
の
実
態
に
応
じ
た
適
切
か
つ
効
果
的
な
徴

収
対
策
を
講
じ
、
税
外
収
入
も
含
め
収
入
未

済
額
の
解
消
と
新
た
な
収
入
未
済
の
発
生
防

止
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
措
置
（
税
務
課
）】

　

町
税
な
ど
の
収
納
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
関
係
各
課
と
連
携
し
、
新
た
な
滞
納
の

発
生
防
止
に
重
点
を
置
き
、
納
期
ご
と
に
未

納
者
に
対
し
て
電
話
や
文
書
で
の
催
告
を
行

い
、
自
主
納
付
を
促
す
と
と
も
に
納
期
内
で

の
納
付
が
困
難
な
方
に
対
し
ま
し
て
は
、
分

割
納
付
の
相
談
な
ど
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
中
は
仕
事
の
都
合
な
ど
で
相
談

に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
に
対
し
ま
し

て
は
、
夜
間
の
相
談
対
応
な
ど
で
折
衝
機
会

の
確
保
に
も
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
も
な
お
滞

納
と
な
っ
た
町
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
納
税

者
個
々
の
状
況
を
考
慮
し
た
徴
収
を
行
う
と

と
も
に
、
納
付
相
談
に
応
じ
て
い
た
だ
け
な

い
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
給
与
、
預
貯
金
、

自
動
車
の
差
押
え
な
ど
の
措
置
を
執
行
し
て

お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
対
応
が
困
難
な
滞
納
者
に
つ
き

ま
し
て
は
、
上
川
広
域
滞
納
整
理
機
構
に
引

き
継
ぐ
な
ど
徴
収
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

使
用
料
、負
担
金
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、

利
用
者
負
担
の
公
平
・
公
正
を
保
つ
た
め
、

訴
訟
も
視
野
に
入
れ
、
徴
収
対
策
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、税
収
確
保
と
適
正
・
公
平
な
税
負

担
や
利
用
者
負
担
を
求
め
、
適
切
か
つ
効
果

的
な
収
納
対
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
指
摘
事
項
３
】

交
通
事
故
な
ど
の
発
生
と
安
全
管
理
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
12
月
か
ら
平
成
28
年
11
月
ま
で

の
間
に
、
公
用
車
に
よ
る
交
通
事
故
な
ど
が

発
生
し
、
修
繕
費
用
な
ど
が
発
生
し
て
い
る

も
の
が
６
件
、
１
６
７
万
４
５
８
２
円
の
支

出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
費
用
の
う
ち
、
１
２
４
万
４
８
５
０

円
は
、
共
済
金
で
賄
わ
れ
ま
す
が
、
42
万
９

７
３
２
円
の
町
費
の
支
出
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
故
に
つ
い
て
は
、
自
損
事
故

も
し
く
は
当
方
の
過
失
が
１
０
０
％
か
そ
れ

に
近
い
状
況
で
発
生
し
て
お
り
、
少
し
の
注

意
で
回
避
で
き
た
可
能
性
が
十
分
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

運
転
者
は
、
細
心
の
注
意
を
も
っ
て
運
転

す
べ
き
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
使
用

者
で
あ
る
町
に
お
い
て
も
交
通
事
故
な
ど
の

防
止
に
つ
い
て
、
今
後
も
職
員
に
対
す
る
注

意
喚
起
や
職
場
研
修
な
ど
の
取
り
組
み
を
一

層
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
措
置
（
総
務
課
）】

　

交
通
事
故
防
止
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
町

的
に
交
通
安
全
運
動
が
取
り
組
ま
れ
る
中
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
安
全
運
転
の
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
各
課
、
朝
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
安
全
運
転
の
声
掛
け

を
し
、
ま
た
、
関
係
機
関
お
よ
び
団
体
が
発

行
す
る
資
料
を
活
用
し
て
、
事
故
防
止
の
ポ

イ
ン
ト
を
周
知
す
る
な
ど
意
識
啓
発
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
事
故
防
止
に
関
す
る
研
修
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
よ
り
一
層
の
意
識
啓
発
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
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新しい１年が始まりました。今年も健診を受けましょう。
　新しい１年が始まり、１か月が経ちました。皆
さん、今年の目標は決めましたか？そこに向かっ
ての取り組みはいかがでしょうか。
　どんな目標であっても、自分自身の心や体が『健
康』であることは、大事な条件の一つであると言
えます。
　東神楽町では、町民みなさんの健康を維持、ま
たは増進するためのお手伝いをいろいろな方向か
らしています。その中でも重要な位置づけにある
のが『健診』と『健診後の支援』です。
　皆さんそれぞれの考える『健康』を維持するた
めには、正常な人間の機能をできるだけ維持して
いくことが必要です。私たちは、『こり』や『「痛

み』などには敏感ですが、自分の体の中で起こっ
ている変化（血管、臓器の弱りなど）にはなかな
か気づくことができません。こういった気づきに
くい変化を知る方法が『健診』です。今、身体の
中で起こっている正常な働きや変化に気づくため
に年１回の健診をお勧めしています。
　『人は血管とともに老いる』という言葉もある
よう、実年齢だけではなく『血管年齢（血管の老
いの状態があるか否か）』を今年は確認する年に
してみませんか。
　受けた結果から以下のような資料を用いて、今
の健康状態を『見える』化していきます！

ポイント１　どう受ける？
１　40 歳から 74 歳の医療保険加入者と、その扶
　　養者の方→特定健診を受診します。
　　＊国民健康保険に加入の方は 30 歳から特定
　　　健診を受けることができます。
２　75 歳以上の方→町で実施している長寿健診
　　を受診します。
３　職場などで健診機会のない 18 歳から 39 歳の方
　　→町で実施している若年健診を受診します。
４　小学校５年生、中学校２年生の児童
　　→町で実施している学童健診を受診します。
　　（今年度は終了しました）
ポイント２　治療中の方が健診を受けるメリット
　治療しているものだけではなく、他の項目（血
糖・コレステロールなど）の目標値は一人ひとり
異なるため、あなた自身の目標値が確認できます。
ポイント３　毎年健診を受けるメリット
　体は日々変化します。今年の健診は今の身体の
状態です。継続的に健診を受けることで、変化に
気づき、病気を発症する前に早めに対応すること
ができます。

健診機会は『集団健診』『個別健診』など年間通してご都合の良い時に受けていただけるよう設定しています。
【耳より情報】役場庁舎の健康の駅に閲覧用の書籍を設置しました。健康づくりにお役立てください。

●血液検査などのデータ結果から今の血管の状態、将来の予測をします
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　最も寒い季節を迎えました。今年は場所によっ
ては暖冬または平年並みと言われていますが、い
かがでしょうか。私の住む場所は、いつもより暖
冬で、冷え込んでもマイナス 10℃程度、積雪も
多い時で 30センチ程度です。ただし、自然はど
こかで必ず帳尻合わせをしてきます。油断しない
ように気を付けましょう。
　私は 10年程前から青果市場の顧問を続けてい
ます。趣味の園芸やあさイチなどで花の講師をし
ている関係で花のイメージが強いかも知れません
が、実は花のほかに野菜の研究員でもあり、多く
の野菜や果

かさい

菜の育成に関わってきました。耐病性
ニンジンやレタス、一本ネギ、赤肉メロン、キャ
ベツなどのほか、現在もイチゴや薬草などの育成
に取り組んでいます。

　青果市場では、１月中下旬頃から徐々にハウス
イチゴの取り扱いが増えてきます。『章

あきひめ

姫』、『紅
ほっぺ』、『とよのか』、『とちおとめ』など、ここ
数年で品種がかなり増えてきました。最近では、
ご当地イチゴが増えました。熊本の『あまおう』、
新潟の『越後姫』、和歌山の『まりひめ』、茨城の
『イバラキッス』など、名前も味も個性的な品種
が数多く見られます。これは家庭栽培用イチ
ゴでも、同様の傾向が見られます。数多くの
品種の苗がガーデンセンターに並ぶようにな
りました。ハウスイチゴの収穫は冬から早春
がメインですが、家庭栽培用イチゴの収穫は
春から初夏がメインになります。イチゴは寒
さにとても強い植物です。しっかりと冬の寒

さに当たることで、春に充実した良い花を咲かせ
ます。そしておいしい実を付けます。
　最近は四季咲きイチゴといって、寒さに当てな
くても花が咲いて実を付ける家庭栽培用の品種
が出て来ました。でも、やはり冬の寒さに当たっ
た株に付ける実のおいしさにはかないません。厳
しさを乗り越えたからこそ、美しい花と実は作ら
れるのでしょうね。
　現在、私が取り組んでいるイチゴの品種改良
は、甘くておいしいイチゴではなく、四季咲き性
のイチゴでもありません。酸っぱくて食べにくい
イチゴ、でもジャムにすると最高に美味しい昔の
イチゴです。品種改良を繰り返すことで失われる
本来のイチゴらしいイチゴをしっかり維持して、
しっかり伝えることを目標にしています。研究開
発は前へ進める勇気も大切です。しかし、それと
同じくらい後ろへ戻す勇気もとても大切なので
す。大切なものを失わない様にその勇気が必要に
なります。
　イチゴはビタミン Cが豊富で、風邪予防や美
肌効果もあると言われています。ぜひ、春のお
花として、そして実を
楽しむためにイチゴ
の苗をお庭に植え
てみてはいかがで
しょう。

本当においしいイチゴ

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス

健
康
食
育

花
育

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ

子
育
て
コ
ラ
ム

子
育
て
案
内
板

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

情
報
案
内
板

Pick up

すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら 平成29(2017)年・２月

p12_13.indd   13 2017/01/20   10:48:26



タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス

健
康
食
育

花
育

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ

子
育
て
コ
ラ
ム

子
育
て
案
内
板

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

情
報
案
内
板

Pick up

　

皆
さ
ん
は
『
お
ひ
さ
ま
』
を
ご
存
知
で

す
か
？
『
お
ひ
さ
ま
』
は
東
神
楽
町
と
東

川
町
、２
つ
の
町
の
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
施
設
で
す
。

　

両
町
在
住
の
お
子
さ
ん
で
、
言
葉
や
運

動
面
、
情
緒
面
の
発
達
に
心
配
の
あ
る
お

子
さ
ん
の
相
談
や
、
子
育
て
に
不
安
の
あ

る
保
護
者
が
相
談
で
き
る
場
で
あ
り
、
子

ど
も
と
保
護
者
が
遊
び
を
通
し
て
か
か
わ

る
大
切
な
機
会
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
や
保
育
園
に
通
っ
て
い
る
お
子

さ
ん
で
集
団
生
活
に
戸
惑
っ
て
い
る
様
子

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
園
に
伺
っ
て
様
子
を

拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
『
お
ひ
さ
ま
』
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の

子
ど
も
の
発
達
に
寄
り
添
い
、
遊
び
を
展

開
し
、
保
護
者
の
思
い
に
も
寄
り
添
い
、

お
子
さ
ん
と
そ
の
家
族
の
応
援
団
と
し
て

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
遊
び
で
見
る
子
ど
も
の
発
達

　
『
遊
び
』
は
楽
し
い
の
が
基
本
。
色
々

な
『
遊
び
』
を
展
開
し
て
く
れ
る
の
が
、

お
ひ
さ
ま
の
ス
タ
ッ
フ
で
す
。
個
々
の
育

ち
に
合
わ
せ
、
遊
び
の
ツ
ボ
を
押
さ
え
て
、

『
楽
し
い
』
を
引
き
出
し
ま
す
。
家
庭
で
、

親
子
で
で
き
る
活
動
を
一
緒
に
楽
し
み
、

子
ど
も
と
共
感
し
、
楽
し
め
る
機
会
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

『
お
ひ
さ
ま
』
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

■
お
子
さ
ん
の
成
長
を
振
り
返
っ
て

　
『
お
ひ
さ
ま
』
で
日
々
、
さ
ま
ざ
ま
な

お
子
さ
ん
と
そ
の
家
族
の
方
々
に
出
会
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち
は
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
、
お
越
し
い
た
だ
い
た
お
子

さ
ん
を
中
心
に
遊
び
を
通
し
て
発
達
を
確

認
し
、
そ
の
ご
家
族
と
成
長
を
振
り
返
る

機
会
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

話
し
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
の
は
…

　

子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

　
　
　
　

多
羽
田　

尚
樹

　
『
お
ひ
さ
ま
』
で
出
会
う
お
子
さ
ん
の

中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
集
団
の
中
で
注
意

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
自
分
に
自
信
が
も

て
な
く
て
、
自
己
肯
定
感
（
自
分
の
こ
と

が
好
き
な
自
分
）
が
低
く
な
っ
て
い
る
姿

も
見
ら
れ
ま
す
。

　
『
お
ひ
さ
ま
』
で
の
か
か
わ
り
を
通
し

て
、
男
の
子
の
気
持
ち
を
受
け
入
れ
る
こ

と
か
ら
始
め
、
良
い
所
を
見
つ
け
、
褒
め

る
こ
と
で
意
欲
的
に
取
り
組
む
姿
に
変
わ

り
ま
し
た
。
男
の
子
の
変
化
は
、
保
護
者

の
変
化
に
繋
が
り
、
保
護
者
も
心
か
ら
受

け
入
れ
、
褒
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
『
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
』
を
受
け
入
れ

て
も
ら
う
こ
と
で
自
信
に
満
ち
溢
れ
た
笑

顔
を
見
せ
て
く
れ
る
場
面
と
出
会
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

お
子
さ
ん
の
小
さ
な
心
の
つ
ぶ
や
き
に

周
り
の
大
人
が
じ
っ
く
り
耳
を
傾
け
て
、

『
自
分
の
こ
と
が
大
好
き
な
自
分
』
に
な

れ
る
小
さ
な
芽
を
大
切
に
育
む
こ
と
で
、

お
子
さ
ん
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。

　

た
く
さ
ん
の
紙
コ
ッ
プ
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
積
み
重
ね
る
だ
け
で
大
き
な

ピ
ラ
ミ
ッ
ト
が
完
成
。
簡
単
で
達
成

感
も
味
わ
え
る
子
ど
も
た
ち
の
大
好

き
な
遊
び
で
す
。

　

周
り
の
大
人
か
ら
注
意
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
言
わ
れ
る
こ
と
が
当
た

り
前
に
な
り
、
受
け
身
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
男
の
子
と
出
会
っ
た
時
に
、

自
ら
つ
ぶ
や
い
た
一
言
。
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対象者へ個人通知

健康ふくし課健康グループ ☎83-5431

2月
個 日時日 場所場 対象対 内容内 持ち物持 申込申 その他他

お問い合わせ

【■ の行事については】
こども未来課子育て支援センターぱれっと ☎83-3767
【■ の行事については】

これっと・ぱれっとを親子のふれあ
いの場、友達づくりの場として開放
しています。
①これっと
②ぱれっと
①【平日】午前9時30分～11時30分
　【毎週火・木】午後2時～4時
②【平日】午前9時30分～11時30分
　【毎週火・金】午後2時～4時
※事業のある日は中止となります。

場

にこにこサロン

日

※こども未来課子育て支援センターが行う行事については
　『わくわく便り』に詳細を記載していますので、あわせてご覧ください。

内

よちのび広場
2月22日㈬午前9時30分～12時30分日

1歳～就学前児と保護者対
バス遠足「カムイの杜」

ぱれっと場

2月1日㈬～15日㈬午前中まで申

内

すくすく広場
2月20日㈪午前10時～11時日

０歳児と保護者対
運動遊び

これっと場

2月1日㈬～17日㈮午前中まで申

①2月14日㈫　②2月16日㈭
午前9時30分～11時30分

日

①ふれあい交流館 １階和室
②役場庁舎 １階和室

場

助産師健康相談

妊婦、０歳児、０歳児の保護者対

内 育児相談、母乳相談

持 母子手帳、タオル（母乳相談希望
の方）

2月16日㈭
12時40分～午後1時30分

日

ふれあい交流館場

乳幼児健診

8か月～10か月児対

持  母子手帳、子育てサポートファ
イル 『えんじん』

個

 計測、問診、小児科診察、保健・
 栄養相談、子育て相談

内

申

にこにこサロン★志比内
2月15日㈬午後1時5分～2時10分日

０歳～就学前児と保護者対
志比内地区以外で参加される方は
事前にぱれっとまでご連絡ください

志比内小学校場

対 ０歳～就学前児と保護者（定員15組）

ＡＥＤ講習

2月3日㈮午前中までにこども
未来課まで

申

内

おむつ、着替え、おんぶひも持

子育て講座
2月8日㈬
午前10時～11時30分

日

ぱれっと場

内

子育てや教育に関する不安・悩み
の相談を受けます。あわせて、親子
のふれあいの場として『わくわく広
場』も開設しています。

2月27日㈪
午前9時30分～11時30分

日

これっと場

東聖小規模保育園の中館先生が
スキンケアについてお話します

子育て教育相談
日

①これっと総合体育館
②ぱれっと

場

これっと・ぱれっと健康相談

全町民対

内 血圧・体脂肪・体重測定、
保健・栄養相談、歯科相談（①のみ）

持 母子手帳、健康手帳

①2月24日㈮　②2月28日㈫
午前9時30分～11時30分

①2月9日㈭　②2月17日㈮日

旭川がん検診センター場

子宮・乳がん・骨検診

検診日の１週間前までに健康
ふくし課（☎83-5431）まで

申

送迎バスを運行します他

内

わくわく教室
2月3日㈮午前10時～11時　　　　　　　　　　　日

０歳児～就学前児と保護者対
豆まき会

ぱれっと場

2月1日㈬午前中までにこども未来課申

※詳細は広報12月号
　折り込みチラシをご覧ください。
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すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら 平成29(2017)年・２月

田
た じ ま

島  日
ひ な こ

菜子 さん
1996 年生まれ　20歳
東京女子大学 ２年生
特技：クラシックバレエ
趣味：美味しい親子丼の店探し

『国際的大和撫子』を
座右の銘にしています

「
将
来
は
国
際
的
な
職
業
に
就
い
て
、
日
本

の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
海
外
の
観
光
客
の
方
な

ど
、
多
く
の
方
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」。

そ
う
お
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
の
は
、
今

年
成
人
を
迎
え
た
田
島
日
菜
子
さ
ん
。
１
月

８
日
、
総
合
福
祉
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
成
人
式
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て
誓
い

の
言
葉
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

田
島
さ
ん
は
旭
川
市
内
の
高
校
を
卒
業

後
、
東
京
女
子
大
学
へ
進
学
。
大
学
で
は
イ

ギ
リ
ス
文
学
を
専
攻
し
、
英
語
の
勉
強
に
励

ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

「
２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
役
に

立
ち
た
い
で
す
。
で
き
る
こ
と
は
積
極
的
に

挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
、
目
を
輝
か

せ
ま
す
。

中
学
校
で
は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
に
所
属
。

現
在
も
、
自
分
に
と
っ
て
大
切
な
つ
な
が
り
に

な
っ
て
い
る
と
話
す
田
島
さ
ん
。

「
部
員
全
員
が
仲
良
し
で
、中
学
生
の
時
に

は
神
社
の
お
祭
り
に
皆
で
浴
衣
を
着
て
遊
び

に
行
き
ま
し
た
」と
、
楽
し
そ
う
に
思
い
出
を

話
し
ま
す
。

帰
省
し
た
際
に
は
、
昔
の
よ
う
に
一
緒
に

遊
び
に
出
か
け
た
り
ご
飯
を
食
べ
に
行
く
そ

う
で
、
仲
の
良
さ
が
伺
え
ま
す
。

町
の
行
事
で
の
思
い
出
は
『
役
場
前
の
立

体
花
壇
』
の
デ
ザ
イ
ン
に
、
ア
イ
デ
ア
が
採

用
さ
れ
た
こ
と
だ
と
話
し
ま
す
。「
友
人
５

名
ほ
ど
で
一
緒
に
考
え
ま
し
た
。
実
際
に
立

体
花
壇
が
完
成
し
た
の
を
見
た
時
は
、
友
達

と
一
緒
に
と
て
も
感
動
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
」。二

十
歳
に
な
っ
て
感
じ
た
変
化
に
つ
い
て
は

「
さ
ま
ざ
ま
な
書
類
や
手
続
き
な
ど
に
、

保
護
者
の
承
諾
が
い
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
で

す
ね
。
二
十
歳
に
な
り
、
社
会
的
に
個
人
の

責
任
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
」
と
田
島
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

ま
た
、
お
酒
が
飲
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

も
と
て
も
新
鮮
に
感
じ
る
そ
う
で
「
地
元
の

同
級
生
と
一
緒
に
お
酒
を
飲
み
、
思
い
出
話

や
そ
れ
ぞ
れ
の
現
況
を
話
し
合
う
こ
と
が
、

と
て
も
楽
し
く
、
私
に
と
っ
て
特
別
な
時
間

に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

今
後
、
ど
の
よ
う
な
大
人
に
な
り
た
い
か

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
東
神
楽
町
の
良
さ
を
は

じ
め
、
日
本
の
文
化
な
ど
を
し
っ
か
り
勉
強

し
、
そ
れ
を
海
外
の
人
に
伝
え
て
い
け
る
よ

う
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
」
と
話
し
、「
今

自
分
が
こ
う
し
て
勉
強
に
集
中
で
き
て
い
る
の

も
、
親
や
周
囲
の
人
の
支
え
や
協
力
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。
将
来
は
、
仕
事
を
通
し
て
少

し
で
も
自
分
が
受
け
て
き
た
恩
を
返
し
て
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
二
十
歳
の
決
意
を

素
敵
な
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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お
知
ら
せ

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

心
配
ご
と
相
談

　　

毎
日
の
生
活
の
中
の
ち
ょ
っ
と
し

た
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
に
つ
い

て
、
心
配
ご
と
相
談
員
が
お
話
し
を

伺
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
相
談

の
内
容
は
個
人
の
秘
密
と
し
て
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

■
日
程　

２
月
16
日
㈭

午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所　

役
場
庁
舎
１
階 

 

健
康
相
談
室

■
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　
（
☎
83
―
５
４
２
４
）
ま
で

農
地
を
相
続
し
た
と
き
は

届
け
出
が
必
要
で
す

　

相
続
、
お
よ
び
法
人
の
合
併
や
分

割
、
時
効
取
得
な
ど
に
よ
り
農
地
を

取
得
し
た
と
き
は
、
農
業
委
員
会
へ

届
出
が
必
要
で
す
。

　

届
出
の
期
限
は
、
被
相
続
人
が
死

亡
し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か

ら
、
お
お
む
ね
10
か
月
以
内
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
相
続
さ
れ
た
方
が
農
地
を

耕
作
で
き
な
い
場
合
は
、
地
区
担
当

農
業
委
員
、
ま
た
は
農
業
委
員
会
事

務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
事
務

局
（
☎
83
―
５
４
４
０
）
ま
で

男
女
共
同
参
画
社
会

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

町
で
は
『
東
神
楽
町
男
女
共
同
参

画
計
画
』
の
平
成
28
年
度
中
の
策
定

に
向
け
て
、
検
討
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
こ
の
計
画
案
に
皆
さ
ま
の
意
見

や
要
望
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

■
意
見
募
集
期
間

　

１
月
20
日
㈮
〜
２
月
20
日
㈪

■
提
出
方
法　

次
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
電
子
メ
ー
ル
（kikaku

＠tow
n.

higashikagura.lg.jp

）

・
郵
送
ま
た
は
持
参

・
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
83
ー
４
１
８
０
）

■
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
推
進

　

課
（
☎
83
―
２
１
１
３
）
ま
で

山
の
手
入
れ
は
十
分
で
す
か
？

森
林
所
有
者
の
方
々
へ

　

森
林
は
40
年
か
ら
50
年
の
年
月
を

か
け
て
育
て
る
た
め
、
適
切
な
時
期

に
管
理
を
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
で

■問い合わせ・相談　東かぐら司法書士事務所

■売買・相続・抵当権の設定■
■会社の設立・役員変更登記■

未来につなぐ相続登記
次の世代へのつとめです

お気軽にご相談ください

東かぐら司法書士事務所
司法書士　　多田　進

ひじり野南２条３丁目４番８号

☎：68-5768　FAX：76-1153

【有料広告】

　北海道では、母子家庭などの経済的自立を助け、
扶養している児童（子）の福祉の増進を目的に、母
子父子寡婦福祉資金の貸し付けを行っています。
■貸付資金の種類
　　事業開始資金・事業継続資金・修学資金・技能
習得資金・就職支度資金・修業資金・医療介護資
金・生活資金・住宅資金・転宅資金・就学支度資金・
結婚資金
■貸付対象・限度額・期間など
　　貸付資金の種類により異なりますので、資金を
必要とする時期を考慮したうえで、早めにお問い
合わせください。なお、修学資金の借り入れを希
望される方は、３月３日㈮までにご連絡ください。

■問い合わせ　健康ふくし課ふくしグループ（☎83-5430）

2
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タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス

健
康
食
育

花
育

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ

子
育
て
コ
ラ
ム

子
育
て
案
内
板

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

情
報
案
内
板

Pick up

す
。
森
林
の
管
理
は
、
主
に
次
の
と

お
り
で
す
。

■
下
刈
り　

植
栽
し
た
苗
木
は
背
の

高
さ
が
周
辺
の
草
よ
り
高
く
な
る

ま
で
、
夏
場
の
下
草
刈
り
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

■
除
間
伐　

植
え
た
苗
木
の
成
長
に

応
じ
て
立
木
本
数
を
間
引
き
す
る

も
の
で
、
日
当
た
り
や
風
通
し
が

よ
く
な
り
木
が
早
く
太
り
ま
す
。

■
植
林　

山
の
木
を
伐
採
し
た
ま
ま

放
置
す
る
と
、
土
砂
が
流
失
し
た

り
、
山
崩
れ
が
発
生
す
る
可
能
性

が
高
ま
り
ま
す
。
次
代
に
引
き
継

ぐ
森
林
を
つ
く
る
た
め
に
も
、
伐

採
後
の
植
林
を
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

こ
れ
ら
森
林
整
備
の
予
定
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
次
の
お
問
い
合
わ
せ
先

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

東
神
楽
町
森
林
組

合
（
☎
／
fax 

83
―
２
２
３
４
）、

産
業
振
興
課（
☎
83
―
２
１
１
４
）

日
赤
社
資
募
集
の

報
告
と
お
礼
に
つ
い
て

　

こ
の
た
び
、
赤
十
字
活
動
資
金
と

し
て
、
各
町
内
会
長
を
通
じ
て
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
１
１
３
万
６
３
０
０

円
の
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
資
金
は
、
世
界
各
地
で
紛
争

に
苦
し
む
人
々
や
災
害
被
災
者
へ
の

さ
ま
ざ
ま
な
救
援
活
動
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
毎
年
、
こ
の
よ
う
な
活
動

を
続
け
て
い
く
た
め
に
も
安
定
し
た

資
金
の
確
保
が
必
要
で
す
。
今
後
と

も
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
ふ
く
し

課
健
康
グ
ル
ー
プ
（
☎
83
―

５
４
３
１
）
ま
で

年　
　
　

金

口
座
振
替
に
よ
る
前
納
は

２
月
末
ま
で
に
お
申
し
込
み
を

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
『
口

座
振
替
』
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、

納
付
の
た
び
に
金
融
機
関
な
ど
に
行

く
手
間
が
省
け
る
ば
か
り
か
、
納
め

忘
れ
か
ら
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
と
て

も
便
利
で
確
実
で
す
。

　

４
月
分
か
ら
翌
年
３
月
分
ま
で
、

一
定
期
間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
前

払
い
（
前
納
）
す
る
と
、
保
険
料
が

割
り
引
き
に
な
る
こ
と
を
ご
存
じ
で

す
か
？

　

口
座
振
替
で
の
前
納
に
は
、
６
か

月
分
（
４
月
分
か
ら
９
月
分
、
10
月

分
か
ら
翌
年
３
月
分
）、１
年
分
（
４

月
分
か
ら
翌
年
３
月
分
）、２
年
分

（
４
月
分
か
ら
翌
々
年
３
月
分
）
の

３
つ
の
引
落
方
法
が
あ
り
、期
間
が

長
い
ほ
ど
割
引
額
は
増
加
し
ま
す
。

　

４
月
分
か
ら
の
口
座
振
替
に
よ
る

前
納
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
２
月
末

ま
で
に
金
融
機
関
の
窓
口
ま
た
は
年

金
事
務
所
で
の
お
申
し
込
み
手
続
き

が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

旭
川
年
金
事
務
所

　
（
☎
27
―
１
６
１
１
）
ま
で

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
も
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
平
成
29
年
４
月
か
ら
は
、

新
た
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で

も
２
年
前
納
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
ま
す
ま
す
便
利
な
納
付
方
法

に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
有
効
期
限
を
迎
え
る
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
場
合
、
更
新
時

に
改
め
て
手
続
き
が
必
要
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
ご
希
望
の
方

ま
た
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
有
効

期
限
を
迎
え
る
方
は
、
旭
川
年
金
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

旭
川
年
金
事
務
所

　
（
☎
27
―
１
６
１
１
）
ま
で

　町の行政サービスや窓口情報のほか、身近な地域
情報などをまとめた便利な情報誌『暮らしの便利
帳』が発刊されました。皆様のご家庭へは委託業者
を通じて２月中に順次、ポスト投函などにより配布
いたします。また、全戸配付に先立ち、電子書籍の
による公開がすでにされています。次のＱＲコード
からご覧いただけます。

■問い合わせ　まちづくり推進課（☎83-2113）

　地域の元気づくり課では、次のとおり教育相談の窓
口を開設しています。家庭・学校・地域における子ど
もの教育上の相談など、悩みごとがあるときは、ぜひ
お気軽にご相談ください。
※相談は電話または面談で実施します。
※面談の場合は、事前に来訪日などの打ち合わせをし
ます。

■相  談  員　教育アドバイザー　吉
よしざわ

澤　廣
ひろはる

治
　　　　　　生涯学習コーディネーター　松

まつなが

永　博
ひろいち

一
■日　　時　月曜日～金曜日
　　　　　　午前８時 30 分～午後５時
■電話相談　☎ 83-5407
■面談場所　地域の元気づくり課（総合福祉会館内）
■ E-mail　　 kyoiku_soudan@town.higashikagura.lg.jp

■問い合わせ　地域の元気づくり課（☎83-5407）

東神楽町 暮らしの便利帳
ＱＲコード
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募　
　
　

集

自
衛
官
な
ど
を
募
集
し
ま
す

　

平
成
28
年
度
自
衛
官
候
補
生
お
よ

び
平
成
29
年
度
予
備
自
衛
官
補
を
募

集
し
ま
す
。

【
自
衛
官
候
補
生
】

■
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳

以
上
27
歳
未
満 

の
男
子
（
採
用

予
定
月
の
１
日
現
在
）

■
受
付
期
間　

２
月
13
日
㈪
ま
で

■
試
験
日　

２
月
19
日
㈰
・
20
日
㈪

■
試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐

屯
地
（
旭
川
市
春
光
町
）
ま
た
は

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

【
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）】

■
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳

以
上
34
歳
未
満 

の
者(

平
成
29
年

７
月
１
日
現
在)

■
受
付
期
間　

３
月
24
日
㈮
ま
で

■
試
験
日　

４
月
14
日
㈮
〜
18
日
㈫

い
ず
れ
か
１
日

■
試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐

屯
地
（
旭
川
市
春
光
町
）

■
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
旭
川
地
方

協
力
本
部
南
地
区
隊
（
☎
54
―

５
６
１
７
）
ま
で

■赤い羽根共同募金
　昨年 10月１日から展開した『赤い羽根共同募金』
には、多くの皆さんの参加とご協力をいただきました。
住民の皆さん、各企業をはじめ、運動推進にご協力い
ただいた女性ボランティア、あゆみの会、小中学校児
童生徒の皆さんに厚くお礼申し上げます。寄せられた
募金は全額、民間の社会福祉事業など道内の福祉施設
の設備、各種福祉活動や運動推進のために役立てられ
ます。また東神楽町社会福祉協議会への助成金は、地
域福祉活動やボランティア活動資金などに充てられま
す。

（平成 29年１月 10 日現在）

■歳末助け合い義援金
　昨年 12月１日から実施した『歳末たすけい運動』
では、全町の皆さんのご支援により、多くの義援金
が寄せられました。
　ご協力いただきました町民の皆さんや関係団体の
方々に厚くお礼申し上げます。
　寄せられた義援金は、12月 26日に審査委員会に
より助成方法を協議し、町民そろって明るいお正月を
迎えるため、支援を必要とする世帯に対し、直接届
けられました。なお、助成内訳については、事業終
了後にお知らせします。
　皆さんの温かいご協力ありがとうございました。

（平成 28年 12 月 31 日現在）

■問い合わせ　社会福祉協議会（☎83-5424）

募
集
し
ま
す

高
齢
者
事
業
団
会
員

　

高
齢
者
事
業
団
で
は
、
経
験
や
能

力
を
生
か
し
て
、
健
康
で
仕
事
に
生

き
が
い
を
求
め
て
い
る
、
お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
町
内
在
住
の
方
を
対
象

に
平
成
29
年
度
の
新
会
員
を
募
集
し

ま
す
。

■
作
業
内
容

・
公
園
な
ど
の
草
刈
り
、
清
掃

・
公
共
花
だ
ん
の
植
栽
、
除
草

・
各
公
共
施
設
の
管
理
、
清
掃

・
環
境
整
備
の
ほ
か
一
般
作
業
な
ど

■
申
し
込
み　

入
会
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
２
月
10
日
㈮
ま
で
に
東
神

楽
義
経
公
園
内
の
高
齢
者
事
業
団

事
務
局
（
☎
83
―
５
４
２
５
）
ま
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■問い合わせ・申込　東神楽町建設水道課管理グループ（☎83-5413）

■問い合わせ　健康ふくし課 ふくしグループ（☎83-5430）

■成年後見制度に関する出張相談

　高齢者や障がいのある方の『生活』や『財産』に
関する不安や困りごとについて旭川成年後見支援セ
ンターの相談員がお話しを伺います。本人のさまざ
まな権利が守られ、安心して地域で暮らしていける
よう『成年後見制度』の利用についてお手伝いしま
す。相談を希望される方は、事前に健康ふくし課ふ
くしグループまでご連絡ください。

日　時　２月 20 日㈪

　　　　午後２時 30 分～４時
場　所　役場庁舎１階　健康相談室

■成年後見制度とは？
　認知症、知的障がい、精神障がいなどの理由で判
断能力の不十分な方々は、不動産や預貯金などの財
産を管理したり、身のまわりの世話のために介護な
どのサービスや施設への入所に関する契約を結ぶこ
とができない場合があります。また、自分に不利益
な契約であってもよく判断ができずに契約を結んで
しまい、悪徳商法の被害にあうおそれもあります。
このような判断能力の不十分な方々を保護し、支援
するのが成年後見制度です。
　旭川成年後見支援センターは、社会福祉法人旭川
市社会福祉協議会が運営し、関係機関と連携を図り
ながら行い、本人が安心して地域で暮らしていくた
めの環境づくりをお手伝いしています。

■問い合わせ　建設水道課 管理グループ（☎83-5413）■問い合わせ　まちづくり推進課（☎83-2113）

　『東神楽町史第四巻』は、それ以降の 20 年の歩みを
書き加えるという視点でとりまとめました。

　この『東神楽町史第四巻』が、これまでのまちの歩
みを顧みながら史料をひもとき、よりよい未来を拓くた
めの一助となれば幸いです。

　なお、販売価格については『東神楽町史第四巻』が、
町民 3,000 円、一般 6,000 円なっておりますが、第四
巻の発刊を記念して、『東神楽町百年史』との大変お
得な２冊セット価格もご用意しております。

　東神楽町の歴史の一端を振り返る文献としても、ぜ
ひご一読ください。

第四巻
価　格

東神楽町民　3,000円　
一　　　般　6,000 円

100年史との
セット価格

東神楽町民　4,000 円
一　　　般　7,000 円

販売
窓口

まちづくり推進課
（☎ 83-2113）

購入
方法

⑴販売窓口で購入する場合　
　販売窓口に用意してあります『購入申込書』に必要事項を記入のうえ、料金をお支払いください。
⑵販売窓口以外（郵送など）で購入する場合
　まちづくり推進課（83-2113）までご連絡ください。お支払い方法などをお知らせします。
　※購入申込書をお送りいただき、料金の納入を確認後、町史を配送料『着払い』にてお送りします。
　※価格はすべて税込です。

すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら 平成29(2017)年・２月

p18_23.indd   21 2017/01/20   11:18:15



　ニュージーランドの固有種の鳥は飛べないも
のが多いため、700 年前の人間の到来をきっか
けに、狩猟や伐

ばつぼく

木などが始まり、114 種類ほど
が絶滅してしまいました。
　現存する水鳥の中で１番大きい『タカヘ』も、
1849 年に捕獲された記録がありましたが、19
世紀に大量狩猟されたことに伴い、絶滅したと
発表されていました。
　しかし、1948 年にフィヨルドランド地域でタ
カへを再発見。同年には 400 羽ほどが見つかり、
世界中で大きな話題となりました。
　タカヘの成鳥はニワトリとほぼ同じサイズで、
くちばしは短くて固く、小さな翼がありますが
求愛行動の時にしか使いません。飛べないため
敵も多く、イヌやネコなどが天敵です。
　また、ニュージーランドに巣を作り、１度の

産卵で１～ 3個の卵を産みます。親鳥は生まれ
てから 18カ月までひな鳥の世話をしますが、６
割ほどしかかえらないことと、冬を生き残るこ
とができるひな鳥も少なかったため、政府は絶
滅させないよう保護プログラムとしてタカへの
人口繁殖に着手。ひな鳥が人間を親として認識
しないように、給

きゅうじ

餌の際には成鳥に似た人形を
使うなどの工夫がされています。
　保護されたタカヘはほぼ天敵がいない離島に
移され、島へ行くためには靴の消毒やかばんの
チェックなどの検査が必要です。

絶滅したと思われた生き物を再発見できること
は本当に幸運なことですので、現存の動物を大
事にしてくださいね！

ニュージーランド編

生まれ
が、６
残るこ
府は絶
カへの

編

Profile

絶滅した飛べない鳥を再発見？！ 

リェーン・ジーン

　すっかり冬も本格化して参りましたが、

皆さまいかがお過ごしですか。私は人生

で初めての道北の冬を、雪の多さに驚き

ながらもなんとか楽しく過ごしています。

　さて、この町の冬の風物詩としてすっ

かりお馴染みの『ひがしかぐらウィンター

フェスティバル』（広報 2月号：Ｐ８）が、

今年もふれあい交流館前で実施されます。

　例年通り、スノーバナナやチューブす

べりも行われますが、今回は新たに『エ

アーボード』という新しいアクティビ

ティがスタートします。空気で膨らませ

たボードの上に腹ばいになり、雪山を一

気に滑り降りるというものですが、これ

はひがしかぐら森林公園のスタッフと考

えた企画ですので、ぜひとも多くの方々

に遊びに来ていただきたいと思います。

　エアーボードのほかにも、キッズヒッ

プホップ、よさこいソーランなど、多様

なプログラムで楽しんでいただけると思

いますので、ぜひ皆さまお誘い合わせの

上お越しください。

※先日テスト走行した際のムービーが

『東神楽町地域おこし協力隊』のホーム

ページ（右上ＱＲコード）で公開中です。

れ

考

々

Profile

新しい冬のアクティビティ『エアーボード』

小島 茂　
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コップちゃんこんにちは。コップちゃんおなまえ
は？コップちゃんいくつ？コップちゃんゴロン…。
かわいらしい表情のコップちゃんの絵と、リズム
の良い短いフレーズが続く、シンプルで読みやす
い絵本です。コップちゃんのまねをしたり、おは
なしをしながら楽しめます。ファーストブックや
コップを使えるようになった頃にもおすすめです。

■ 東神楽町図書館　☎ 83-4646

台南 （一青 妙）
マンガでわかる！高齢者詐欺対策マニュアル　　    （西田 公昭）
満潮 （朝倉 かすみ）
吾輩も猫である （赤川 次郎）
ビッグフェイスくん （ＤＡＩＧＯ）

かんたん手作り通園グッズ （増山 優子）
あひる （今村 夏子）
北海道新幹線殺人事件 （西村 京太郎）
この世界の片隅に ( こうの 史代 )
まねまねおおかみ （みやにし たつや）

心の嵐を青空に （美輪 明宏）
日本酒がおいしい人気店のおうちおつまみ
懐石小室に教わる一生ものの和のおかず（小室光博）

今月の特集
図書館では特集コーナーを設け
て、テーマに沿った本をまとめて
置いています。

図書検索システムが
便利になりました！
インターネットで東神楽町図書館の図書検索システ
ムが利用できるようになりました。町のホームページ
から『図書検索システム』をクリックするか、上のＱＲ
コードを読み取ることでページが表示されます。
※検索システムを利用して、図書の予約も可能です。
　（予約は図書館でパスワードの取得が必要です）

イベント案内

■実用書　スイーツ特集
■児童書　とりの本特集

２月24日㈮は月末図書整理日のため休館日とな
ります。本を返却される方は図書館裏口のブック
ポスト、またはふれあい交流館をご利用ください。

おうまのおやこ
絵本よみきかせ会
絵本を楽しむ会『おうまのおやこ』による
絵本よみきかせ会
■日　時　２月25日㈯　午前10時30分～
■場　所　ふれあい交流館図書室
■参加料　無料（事前申込み不要）
■問い合わせ　東神楽町図書館 （☎83－4646）

十勝の清水町在住の絵本作家 本田哲也さんに
よる動物のお絵かきを、親子で体験できます。
■日　時　　３月３日㈮ 午後４時～
■場　所　　東神楽町図書館
■参加料　　無料
■定　員　　定員はありませんが、会場準備の

都合上、事前申し込みが必要です。
■申し込み　東神楽町図書館（☎83-4646）

絵本作家 本田哲也さん
「親子でお絵かき」イベント
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(水) (木)
■確定申告受付開始( ～3/14 )（ P6 ）
■乳幼児健診（ P16 ）■助産師健康相談（ P16 ）
■心配ごと相談（ P18 ）

(木) (金) ■子宮・乳がん・骨検診（ P16 ）

(金) ■わくわく教室（ P16 ） (土)

(土) ■ひがしかぐらウィンターフェスティバル2017（ P8 ） (日) つ

(日) ■全町卓球大会（ 広報1月号：P20 ） つ (月)
■すくすく広場（ P16 ）
■男女共同参画社会パブリックコメント締切（ P18 ）
■成年後見制度出張相談（ P21 ）

図

(月) ■まちづくり講演会（ 講師：藻谷浩介 ）（ 広報1月号：P18 ） 図 (火) ■確定申告夜間受付（ P6 ）

(火) (水) ■確定申告夜間受付（ P6 ）■よちのび広場（ P16 ）

(水) ■子育て講座（ P16 ） (木) ■確定申告ふれあい交流館臨時受付（ P6 ）

(木) ■子宮・乳がん・骨検診（ P16 ） (金)
■確定申告ふれあい交流館臨時受付（ P6 ）
■臨時職員応募締切（ P9 ）
■これっと健康相談（ P16 ）

図

(金) (土) ■絵本読み聞かせ会（ P23 ）

(土) 【建国記念の日】 つ (日) つ

(日) つ (月) ■子育て教育相談（ P16 ） 図

(月) 図 (火) ■『冬のあかり』写真応募締切（ P9 ）■ぱれっと健康相談（ P16 ）

(火) ■助産師健康相談（ P16 ）

(水) ■にこにこサロン★志比内（ P16 ）

つ 図休館日案内 東神楽町図書館交流プラザつつじ館

〒 071-1592  北海道上川郡東神楽町南１条西１丁目
TEL  0166-83-2113   FAX  0166-83-4180
発行日 / 平成29年１月26日発行　発行者 / 東神楽町　編集者 / まちづくり推進課
h t tp : //www. town . h i ga sh i k agu r a . l g . j p
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